
京田辺市行政改革実行計画進行管理表（平成22年度実績等） 第1章 市民と行政とのパートナーシップの構築

04

部 課 ｺｰﾄﾞ 項 目 概 要 平成17年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

行動
計画

・補助金の交付

実績

・各種事業の実施 （継続実施） （継続実施） （継続実施） （継続実施）

行動
計画

・設立準備会の発足
・運営計画の検討

・実施

実績

・運営団体設立準備
会スタッフの公募
・先進自治体等への
視察
・リユースフェアの開
催

・「京田辺エコパーク
かんなび」設立
・ホームページ開設
・リサイクル教室開
講
・リユース品常設展
示

・京田辺エコパーク
かんなび活動支援
・リユースフェア
・リユース展示販売
・物づくり教育開催

・京田辺エコパーク
かんなび活動支援
・リユースフェア
・リユース展示販売
・物づくり教室開催
・ポスター展

・京田辺エコパーク
かんなび活動支援
・リユースフェア
・リユース展示販売
・物づくり教室開催
・ポスター展

平成22年度取り組み実績

3

・環境保全活動に対する支援を実施した。

・京田辺エコパークかんなびの活動を支援した。
・リユースフェアを実施した。
・リユース展示販売を行った。
・物づくり教室を開催した。
・ポスター展を開催した。

実行項目

所管

環
境
課

・リサイクルプラザの管理運営につ
いて、きょうたなべ環境市民パート
ナーシップとの連携・協働を進める。

清
掃
衛
生
課

小項目

ボランティア、ＮＰＯ等行政と協働して取り組みを行っている市民・団体の活動支援

具体的な取り組み
区分

経
済
環
境
部

4 ・きょうたなべ環
境市民パートナー
シップとの連携・
協働

中項目

01 市民参画促進、支援のための仕組みづくり

完了

完了

新京田辺市行政改革大綱の項目

実行プログラム

・きょうたなべ環境市民パートナー
シップの行う事業活動に対し支援を
実施する。

・きょうたなべ環
境市民パートナー
シップの事業活動
への支援

経
済
環
境
部

大項目 01 市民と行政とのパートナーシップの構築

進捗状況

平成22年度取り組み実績

1



京田辺市行政改革実行計画進行管理表（平成22年度実績等） 第1章 市民と行政とのパートナーシップの構築

部 課 ｺｰﾄﾞ 項 目 概 要 平成17年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

行動
計画

・検討
・財源の確保

・事務局機能の移管 ・法人化

実績

・補助金の検討
・近隣市町村の動向
調査

・補助金の検討
・財源の確保

・補助金の検討
・財源の確保

・事務局体制の強化 ・事務局体制の強化

行動
計画

・検討

実績

・半拠点型商工会と
して2市2町で一部広
域化

・他団体の状況調査 ・他団体の状況調査 ・他団体の状況調査 ・他団体の状況調査 ・山城地域ビジネス
サポートセンターの
支援
・広域化の検討

平成22年度取り組み実績

平成22年度取り組み実績

具体的な取り組み
区分

・ふるさと雇用再生特別基金事業を活用した観光推進員の配置を行い、事務局体制の強化を図った。

・商工会が山城地域ビジネスサポートセンター（広域連携協議会）事業を支援した。
・観光協会が、宇治・八幡との連絡会を設置し、広域観光について検討した。あわせて府振興局によるやま
しろ観光ネットワーク会議にも参画した。

中項目

01 市民と行政とのパートナーシップの構築大項目

産
業
振
興
課

01 市民参画促進、支援のための仕組みづくり

実行項目

小項目

・京田辺市商工会
と観光協会の広
域化の推進

・京田辺市商工会及び観光協会に
ついて、隣接する団体との広域化の
検討を進める。

05 各種団体等の支援体制のあり方の見直し

12経
済
環
境
部

・京田辺市観光協
会の事務局機能
の強化

所管 実行プログラム
進捗状況

新京田辺市行政改革大綱の項目

経
済
環
境
部

産
業
振
興
課

・京田辺市観光協会について法人
化（社団法人）と事務局機能の移管
を進める。

11

一部実施

一部実施

2



京田辺市行政改革実行計画進行管理表（平成22年度実績等） 第1章 市民と行政とのパートナーシップの構築

部 課 ｺｰﾄﾞ 項 目 概 要 平成17年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

行動
計画

・検討 ・実施

実績

・検討 ・市ホームページ内
で消費者生活コー
ナーを開設

（継続実施） （継続実施） （継続実施）

行動
計画

・現状の検討、調査
・ホームページの作
成

実績

・ホームページに新
着情報を掲載

・市ホームページの
活用（更新）

・市ホームページの
活用（更新）

・市ホームページの
活用（更新）

・市ホームページの
活用（更新）

行動
計画

・ホームページの作
成

実績

・「ごみと暮らし」を
随時更新
・広報紙で各種統計
データなどを公表

・「ごみ分別の手引
き」の全面見直し
・ごみ処理統計等の
広報紙への掲載

・分別収集計画を
ホームページで公表
・ごみ処理統計等の
広報紙への掲載

・ごみ処理統計等の
広報誌への掲載

・ホームページに情
報を追加掲載
・ごみ処理統計等の
広報掲載

・ホームページに情
報を追加掲載
・ごみ処理統計等の
広報掲載

実行項目

大項目

中項目

小項目 02 広報・広聴の充実

新京田辺市行政改革大綱の項目

所管

01 広報機能の充実

実行プログラム

経
済
環
境
部

環
境
課

10

清
掃
衛
生
課

9

・生活環境課ホームページを立ち上
げ市民への情報発信を進める。

・ホームページの
充実

・消費生活に関する生活関連情報を
メールマガジンサービスで発信す
る。

・メールマガジン
サービスの実施

経
済
環
境
部

11 ・ホームページの
充実

・市ホームページの「ごみと暮らし」
の内容を充実するとともに、ごみの
減量、分析結果、減量施策の取り組
み結果等について、清掃衛生課
ホームページを立ち上げる。

経
済
環
境
部

産
業
振
興
課

01 市民と行政とのパートナーシップの構築

平成22年度取り組み実績

進捗状況

一部実施

完了

完了

平成22年度取り組み実績

区分

・情報を更新し、発信を行った。

・ホームページに情報を追加掲載した。
・ごみ処理統計等を広報に掲載した。

具体的な取り組み

・広報紙・ホームページにより、消費生活情報の提供を行った。

平成22年度取り組み実績

3



京田辺市行政改革実行計画進行管理表（平成22年度実績等） 第1章 市民と行政とのパートナーシップの構築

部 課 ｺｰﾄﾞ 項 目 概 要 平成17年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

行動
計画

・実施

実績

・出前講座の実施 （継続実施） （継続実施） （継続実施） ・出前講座の実施
・情報交流会の実施

・まちづくり出前講
座の実施

経
済
環
境
部

産
業
振
興
課

・消費生活情報の出前講座を実施
する。

実行プログラム

02 広聴機能の充実

新京田辺市行政改革大綱の項目

02 広報・広聴機能の充実

大項目 01 市民と行政とのパートナーシップの構築

5

所管

小項目

中項目

実行項目

完了

平成22年度取り組み実績

進捗状況区分

・消費生活情報の出前講座を３回実施した。また、情報交流会を１回実施した。

具体的な取り組み

4



京田辺市行政改革実行計画進行管理表（平成22年度実績等） 第1章 市民と行政とのパートナーシップの構築

04

部 課 ｺｰﾄﾞ 項 目 概 要 平成17年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

行動
計画

・公開制度、会議録
公表の検討

実績

・会議の開催予定を
公告式掲示場に掲
示

・ごみ減量委員会の
設置の条例化と公
開のための規定の
検討

・公開のための規定
の検討

・傍聴 ・傍聴 ・傍聴

01 市民と行政とのパートナーシップの構築

新京田辺市行政改革大綱の項目

大項目

実行プログラム

03 積極的な情報公開

審議会、委員会等の情報公開、出資法人等の情報公開の推進

所管

小項目

経
済
環
境
部

清
掃
衛
生
課

5 ・会議の公開、会
議録の公表の検
討

・清掃衛生課所管の審議会につい
て、公開制度、会議録公表の検討を
進める。

実行項目

中項目

・ごみ減量化推進委員会での傍聴を認めた。

具体的な取り組み

平成22年度取り組み実績

進捗状況

一部実施

区分

5



京田辺市行政改革実行計画進行管理表（平成22年度実績等） 第2章 より質の高い行政サービスの提供

部 課 ｺｰﾄﾞ 項 目 概 要 平成17年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

行動
計画

・相談スペースの充
実

実績

・庁内会議室での実
施

・庁内会議室での実
施

・庁内会議室での実
施

・相談室の設置 （継続実施）

・消費生活相談室
の環境整備

・消費生活の相談業務の整備にあ
わせて専門の相談スペースの整備
を進める。

産
業
振
興
課

平成22年度取り組み実績

進捗状況

完了

新京田辺市行政改革大綱の項目

具体的な取り組み
区分

実行プログラム

5

02 より質の高い行政サービスの提供

01 窓口サービスの向上

中項目

大項目

小項目

経
済
環
境
部

01 利用しやすい窓口の整備・充実実行項目

所管

・継続実施した。

6



京田辺市行政改革実行計画進行管理表（平成22年度実績等） 第2章 より質の高い行政サービスの提供

部 課 ｺｰﾄﾞ 項 目 概 要 平成17年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

行動
計画

・実施

実績

－ － － － ・門松カードのダウ
ンロード化

行動
計画

・現状の検討 ・実施

実績

・火葬料補助金交付
申請書、犬の異動
関係申請書のダウ
ンロード化

・その他の申請書に
ついても検討

・太陽光補助金交付
申請書、特定建設
作業に関する届出
書のダウンロード化

進捗状況

新京田辺市行政改革大綱の項目

大項目

農
政
課

完了

平成22年度取り組み実績

・インターネットか
らダウンロードで
きる申請書、届出
書等の拡充

平成22年度取り組み実績

・各種申請用紙等について、市の
ホームページに掲載し、ダウンロー
ドできるように整備する。

一部実施

14経
済
環
境
部

15

実行プログラム

・インターネットか
らダウンロードで
きる申請書、届出
書等の拡充

実行項目 02 窓口サービス機能の向上

中項目

小項目 01 窓口サービスの向上

所管

経
済
環
境
部

環
境
課

区分
具体的な取り組み

02 より質の高い行政サービスの提供

・各種申請用紙等について、市の
ホームページに掲載し、ダウンロー
ドできるように整備する。

・門松カードをダウロードできるように整備した。

・太陽光補助金交付申請書、特定建設作業に関する届出書（振動・騒音）をダウンロードできるようにした。

7



京田辺市行政改革実行計画進行管理表（平成22年度実績等） 第2章 より質の高い行政サービスの提供

部 課 ｺｰﾄﾞ 項 目 概 要 平成17年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

行動
計画

・検討 ・検討 ・検討 ・観光情報や商店街
情報などの提供

実績

・観光マップによる
PR
・商店街情報誌の作
成

・観光ガイドマップの
更新
・観光看板の更新
・観光ナビゲーショ
ンシステムの導入

・観光ガイドマップに
よるＰＲ

・観光協会ホーム
ページへ掲載

・観光アプリケーショ
ンの開発

完了

平成22年度取り組み実績

進捗状況区分

大項目

新京田辺市行政改革大綱の項目

中項目

所管

実行項目

02 より質の高い行政サービスの提供

実行プログラム

02 地域情報化の推進

2 ・観光マップや商店街情報など地図
情報を市民に提供する。

経
済
環
境
部

産
業
振
興
課

・観光マップや商
店街情報など地
図情報の提供の
推進

小項目 02 電子自治体の推進

具体的な取り組み

・観光アプリケーションの開発を行った。

8



京田辺市行政改革実行計画進行管理表（平成22年度実績等） 第2章 より質の高い行政サービスの提供

01 使用料、手数料等受益者負担の見直し

部 課 ｺｰﾄﾞ 項 目 概 要 平成17年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

行動
計画

・現状の検討 ・見直し整備に向け
た調査、検討

実績

・現状の検討 ・現状維持 ・現状維持 ・現状維持 ・現状維持

行動
計画

・現状の検討 ・見直し整備に向け
た調査、検討

実績

・現状の検討 ・現状維持 ・現状維持 ・現状維持 ・現状維持

行動
計画

・現状の検討 ・見直し整備に向け
た調査、調整

・条例等の見直し、
整備

実績

・現状の検討 ・現状の検討
・市場価格の聞き取
り調査

・条例の見直し検討 ・条例の見直し検討 ・検査手数料の検討

進捗状況

その他

平成22年度取り組み実績

・検査方法及び検査手数料の額について検討した。

平成22年度取り組み実績

完了

完了

区分

平成22年度取り組み実績

環
境
課

大項目

経
済
環
境
部

22 ・土壌検査手数料
の見直し

・土壌検査手数料について見直しを
行う。

03 サービスの公平性の確保、受益者負担の見直し

新京田辺市行政改革大綱の項目

実行項目

実行プログラム

・墓地使用料の見
直し

中項目

02 より質の高い行政サービスの提供

所管

環
境
課

21 ・墓地管理手数料
の見直し

小項目

・墓地使用料の設定方法等につい
て、検討を行う。

経
済
環
境
部

環
境
課

20

経
済
環
境
部

・墓地管理手数料の設定方法等に
ついて検討を行う。

具体的な取り組み

・平成20年度の周辺の公園型墓地と共有墓地の状況調査結果を踏まえ、現状を維持することとした。

・平成20年度の周辺の公園型墓地と共有墓地の状況調査結果を踏まえ、現状を維持することとした。

9



京田辺市行政改革実行計画進行管理表（平成22年度実績等） 第2章 より質の高い行政サービスの提供

部 課 ｺｰﾄﾞ 項 目 概 要 平成17年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

行動
計画

・現状の検討 ・見直し整備に向け
た調査、調整

・条例等の見直し、
整備

実績

・現状の検討 ・現状維持 ・現状維持 ・現状維持 ・現状維持

行動
計画

・検討 ・実施

実績

・ごみ処理基本計画
を策定

－ － ・見直しの検討 － ー

行動
計画

・粗大ごみの有料化
の検討

・粗大ごみの有料化
の実施

・指定袋制の調査 ・指定袋制導入の検
討

実績

・粗大ごみの有料化
について市議会に
条例改正案を提案
（廃案）

－ － ・情報収集 － ー

平成22年度取り組み実績

平成22年度取り組み実績

その他

その他

進捗状況

その他

経
済
環
境
部

25

環
境
課

経
済
環
境
部

経
済
環
境
部

清
掃
衛
生
課

23

・ごみ処理手数料
の見直し

清
掃
衛
生
課

・除草委託手数料
の見直し

24

・粗大ごみの有料化を進める。
・一般家庭ごみ有料化に向けた指
定袋制導入を検討する。

・家庭ごみの有料
化

所管 実行プログラム

・除草委託手数料について見直しを
行う。

・現状維持とした。

－

具体的な取り組み

－

区分

平成22年度取り組み実績

・ごみ処理手数料の対象範囲及び
処理手数料について見直しを行う。

10



京田辺市行政改革実行計画進行管理表（平成22年度実績等） 第2章 より質の高い行政サービスの提供

部 課 ｺｰﾄﾞ 項 目 概 要 平成17年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

行動
計画

・検討、見直し ・周知 ・実施

実績

・近隣自治体の実態
調査

・近隣自治体の実態
調査

－ ー

行動
計画

・汚泥処理費有料化
の検討

・処理費の検討
・条例改正

・周知
・実施

実績

・有料化の検討 － ー

行動
計画

・条例等の改正 ・実施

実績

・粗大ごみの有料化
について市議会に
条例改正案を提案
（廃案）

－ － ・見直しの検討 － ー

区分

平成22年度取り組み実績

具体的な取り組み

平成22年度取り組み実績

平成22年度取り組み実績

－

その他

その他

進捗状況

その他

実行プログラム所管

経
済
環
境
部

清
掃
衛
生
課

経
済
環
境
部

27 ・浄化槽汚泥処理
手数料の新規徴
収

経
済
環
境
部

・し尿汲み取り手
数料の見直し

・し尿汲み取り手数料の見直しを行
う。

・個人、法人が設置している浄化槽
及びコミュニティプラントから搬入さ
れる汚泥処理手数料を新規徴収す
る。

・動物死体手数料
の見直し

・動物死体手数料について見直しを
行う。

28清
掃
衛
生
課

清
掃
衛
生
課

26

－

－

11



京田辺市行政改革実行計画進行管理表（平成22年度実績等） 第2章 より質の高い行政サービスの提供

部 課 ｺｰﾄﾞ 項 目 概 要 平成17年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

行動
計画

・実施

実績

・実施 （継続実施） （継続実施） （継続実施） （継続実施） （継続実施）

行動
計画

・現状の検討 ・見直し整備に向け
た調査、調整

・条例の見直し整備

実績

・他市の状況の資料
収集

・現状維持 ・監視強化 ・監視強化 ・監視強化

平成22年度取り組み実績

平成22年度取り組み実績

具体的な取り組み
区分

完了

進捗状況

実行項目

小項目

中項目

大項目

・不法投棄の罰則を強化する。

・市税滞納者への補助金の交付を
制限する。

02 サービスの公平性の確保

実行プログラム

新京田辺市行政改革大綱の項目

02 より質の高い行政サービスの提供

経
済
環
境
部

環
境
課

2 ・滞納者への行政
サービス利用制
限

3 ・不法投棄に対す
る罰則の強化

経
済
環
境
部

産
業
振
興
課

所管

03 サービスの公平性の確保、受益者負担の見直し

その他

・不法投棄禁止看板の作製、ダミーカメラの購入により、監視体制を充実させた。
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京田辺市行政改革実行計画進行管理表（平成22年度実績等） 第3章 効率的な行財政運営

部 課 ｺｰﾄﾞ 項 目 概 要 平成17年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

行動
計画

・調査、検討
・財源の確保

・事務局機能の移管 ・法人化

実績

・近隣市町村の動向
調査

・調査、検討
・財源の確保

・補助金の検討
・財源の確保

・事務局体制の強化 ・事務局体制の強化

行動
計画

・検討 ・検討 ・検討 ・検討

実績

・他団体の状況調査 ・他団体の状況調査 ・他団体の状況調査 ・広域化の検討 ・広域化の検討

03 効率的な行財政運営

中項目 02 簡素で応答性の高い柔軟な組織

新京田辺市行政改革大綱の項目

・京田辺市商工会及び京田辺市観
光協会について、隣接する団体等と
の広域化を検討する。

小項目 01 簡素でわかりやすい組織

大項目

実行プログラム

2産
業
振
興
課

・京田辺市観光協
会の見直し

・京田辺市観光協会が平成10年に
設立されたが任意組織であり、事務
局機能の大半を市が担っている状
況にある。同協会の法人化（社団法
人）と事務局機能の移管を進める。

実行項目 02 外郭団体等の支援のあり方の見直し

所管
進捗状況

一部実施

一部実施

具体的な取り組み
区分

3 ・京田辺市商工会
及び京田辺市観
光協会の広域化

経
済
環
境
部

産
業
振
興
課

経
済
環
境
部

平成22年度取り組み実績

平成22年度取り組み実績

・ふるさと雇用再生特別基金事業を活用し、観光推進員の配置を行い、事務局体制の強化を図った。

・商工会が山城地域ビジネスサポートセンター（広域連携協議会）事業を支援した。
・観光協会が、宇治・八幡との連絡会を設置し、広域観光について検討した。あわせて府振興局によるやま
しろ観光ネットワーク会議にも参画した。
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京田辺市行政改革実行計画進行管理表（平成22年度実績等） 第3章 効率的な行財政運営

部 課 ｺｰﾄﾞ 項 目 概 要 平成17年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

行動
計画

・検討 ・検討 ・検討 ・モデル事業の実施

実績

・検討 ・検討 ー ー ー

行動
計画

・検討 ・検討 ・検討 ・検討

実績

ー ・検討 ー ー ー

完了

所管

産
業
振
興
課
・
農
政
課

4

経
済
環
境
部

・経営管理マネジメント体制を構築
するため、外部監査や経営委員会
の設置を検討する。

実行プログラム

5 ・外郭団体での経
営管理マネジメン
ト体制の構築

経
済
環
境
部

・外郭団体での事
業評価制度の導
入

・外郭団体について、事業評価制度
導入を検討する。

産
業
振
興
課
・
農
政
課

進捗状況

完了

具体的な取り組み
区分

平成22年度取り組み実績

平成22年度取り組み実績

・農協及び土地改良区は、京都府等の外部審査をうけている。農協も、支店運営協議会が設置されてい
る。
・外郭団体は補助団体であり、補助金審査が外部監査にあたると考える。京都府や市において毎年監査を
実施している。

・農協及び土地改良区は、京都府等の外部審査をうけている。農協も、支店運営協議会が設置されてい
る。
・外郭団体は補助団体であり、補助金審査が外部監査にあたると考える。京都府や市において毎年監査を
実施している。
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京田辺市行政改革実行計画進行管理表（平成22年度実績等） 第3章 効率的な行財政運営

部 課 ｺｰﾄﾞ 項 目 概 要 平成17年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

行動
計画

・協議会等の人数、
人選の見直し
・類似する協議会等
の整理、統合の検
討

実績

・同一委員による類
似協議会の設置

・統合に向けた検討

行動
計画

・女性委員の登用の
検討

実績

－ ・女性委員１名増 ・女性委員１名減 ・現状維持

平成22年度取り組み実績

新京田辺市行政改革大綱の項目

大項目 03 効率的な行財政運営

農
政
課

所管

経
済
環
境
部

4

03 審議会等の見直し

実行プログラム

実行項目

農
政
課

5 ・京田辺市農業振興協議会における
女性委員の登用を検討する。

・女性登用の推進

・農業関係の協議
会等の人数、人
選等の見直しと類
似する協議会等
の整理、統合

中項目 02 簡素で応答性の高い柔軟な組織

・農業関係の協議会等の人数、人選
等の見直しを進める。
・類似する協議会等の整理、統合を
検討する。

小項目 01 簡素でわかりやすい組織

完了

完了

進捗状況区分
具体的な取り組み

平成22年度取り組み実績

経
済
環
境
部

・平成２３年度に統合できるように検討した。

・女性委員は２名となっている。
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京田辺市行政改革実行計画進行管理表（平成22年度実績等） 第3章 効率的な行財政運営

部 課 ｺｰﾄﾞ 項 目 概 要 平成17年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

行動
計画

・ボランティアの養成 ・ボランティアの養成

実績

・協会の設立
・研修会の実施
・ボランティア活動の
実施

（継続実施） （継続実施）

行動
計画

・ボランティアの養成 ・ボランティアの養成

実績

・森林ボランティア団
体が解散

－ － － －

平成22年度取り組み実績

完了

小項目

03 民間委託の推進

・観光ボランティアの養成を行う。経
済
環
境
部

中項目

01 民間委託等の推進

・森林ボランティアの養成を行う。

その他

進捗状況
具体的な取り組み

区分

・ボランティアの登
用

実行プログラム所管

経
済
環
境
部

・ボランティアの登
用

産
業
振
興
課

10農
政
課

9

実行項目 01 基本的な考え方の整理と民間委託等の推進

大項目 03 効率的な行財政運営

新京田辺市行政改革大綱の項目

平成22年度取り組み実績

－
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京田辺市行政改革実行計画進行管理表（平成22年度実績等） 第3章 効率的な行財政運営

部 課 ｺｰﾄﾞ 項 目 概 要 平成17年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

行動
計画

・現状の調査、検討
・管理の基本的な考
え方の検討

・管理の基本的な考
え方の整理

実績

・現状の調査、検討 ・現状維持 ・現状維持 ・現状維持 ・現状維持

行動
計画

・ごみ収集民間委託
の検討

・ごみ収集民間委託
の検討

実績

・業者との協議 ・合特法に基づく業
者協議

・ごみ収集民間委託
の拡大

行動
計画

・施設管理及び処理
業務の民間委託の
検討

実績

・業者との協議
・緑泉園夜間・休日
業務の民間委託

・業者との協議 ・合特法に基づく業
者協議

・業者との協議

平成22年度取り組み実績

進捗状況

平成22年度取り組み実績

完了

一部実施

平成22年度取り組み実績

区分

・市営墓地の管理に関する基本的な
考え方の整理を行う。

・ごみ収集業務等の民間委託を推
進する。

・し尿処理業務等の民間委託を推進
する。

清
掃
衛
生
課

13 ・ごみ収集業務等
の民間委託の推
進

14 ・し尿処理業務等
の民間委託の推
進

一部実施

12 ・市営墓地の管理
に関する基本的
な考え方の整理

経
済
環
境
部

実行プログラム所管

清
掃
衛
生
課

環
境
課

経
済
環
境
部

経
済
環
境
部

具体的な取り組み

・現状維持にすることとした。

・ごみ収集民間委託の拡大を行った。（1台）

・業者と協議を行った。
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京田辺市行政改革実行計画進行管理表（平成22年度実績等） 第3章 効率的な行財政運営

01

部 課 ｺｰﾄﾞ 項 目 概 要 平成17年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

行動
計画

・運営グループの設
立

・市と共に循環型社
会形成事業の取組

・委託

実績

・運営団体の設立に
向け準備会を発足
・ブレイベントの開催

・運営団体の設立
・リサイクル教室の
開講

・運営団体の活動支
援

・運営団体の活動支
援

・運営団体の活動支
援

新京田辺市行政改革大綱の項目

区分

03 効率的な行財政運営

進捗状況

公の施設の管理に係る民間委託の推進と指定管理者制度の活用実行項目

03 民間委託の推進

02 公の施設の管理に係る民間委託の推進

・リサイクルプラザ棟の運営及び各3
Ｒ推進事業等について、市民で構成
される運営グループに委託する。

完了

平成22年度取り組み実績

・リサイクルプラザ
棟の運営管理の
委託

7

所管

経
済
環
境
部

実行プログラム 具体的な取り組み

清
掃
衛
生
課

小項目

中項目

大項目

・運営団体の活動を支援した。
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京田辺市行政改革実行計画進行管理表（平成22年度実績等） 第3章 効率的な行財政運営

部 課 ｺｰﾄﾞ 項 目 概 要 平成17年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

行動
計画

・実施

実績

・見直しを部内所属
に指示

（継続実施）

行動
計画

・実施

実績

・冊子のデータベー
ス化

・農地バンクのホー
ムページ掲載

・システム定着 ・システムの定着 ・システムの定着

行動
計画

・現状の検討 ・啓発の実施

実績

・エコオフィスの推進
・職員の帰宅促進と
電気の消灯
・アイドリングストッ
プの啓発

・エコオフィスの推進
・職員の帰宅促進と
電気の消灯
・アイドリングストッ
プの啓発

・エコオフィス活動の
実施
・環境マネジメントシ
ステム（ＫＥＳ）導
入、認証取得

・エコオフィス活動の
実施
・環境マネジメントシ
ステム（ＫＥＳ）認証
取得範囲拡大

・エコオフィス活動の
実施、ステップアップ

区分

経
済
環
境
部

平成22年度取り組み実績

完了

完了

進捗状況

・類似するイベントや催しを共同で開
催するなど、回数の減少に努めると
ともに、ボランティア等との協働によ
り経費節減を図る。

17

01 財政健全化計画の策定

03 効率的な行財政運営

・冊子等の印刷物を廃止して、デー
タベース化を図る。

平成22年度取り組み実績

04 財政の健全化

完了

実行プログラム

・イベント、催しの
見直し

・印刷物の廃止と
データベース化

小項目

経
済
環
境
部

農
政
課

経
済
環
境
政
策
推
進
室

実行項目 02 歳出の削減、見直し

大項目

中項目

所管

16

・職員に対し、地球温暖化防止の観
点を取り入れ、業務の推進を図る。

平成22年度取り組み実績

経
済
環
境
部

環
境
課

18 ・環境に配慮した
業務の推進

新京田辺市行政改革大綱の項目

具体的な取り組み

・農業振興地域農用地地番台帳のデータベース化を進め、検索の効率化を図った。
・印刷物を廃して、農地バンクは、ホームページに掲載した。

・環境マネジメントシステム（ＫＥＳ）・ステップ２へ移行し、エコオフィス化を進めた。

19



京田辺市行政改革実行計画進行管理表（平成22年度実績等） 第3章 効率的な行財政運営

部 課 ｺｰﾄﾞ 項 目 概 要 平成17年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

行動
計画

・事業地域の選定 ・事業化の検討
・遊休地のデータ
ベース化、紹介シス
テムの構築

・企業立地優遇制度
の創設

実績

・資料作成 ・事業地域の選定
・地元・地権者向け
勉強会等の実施

・京田辺市大住工業
専用地域拡大事業
補助金交付要綱の
制定

・京田辺市大住工業
専用地域拡大事業
補助金交付要綱の
運用
・情報サイト構築に
よる情報発信

・京田辺市大住工業
専用地域拡大事業
補助金交付要綱の
運用
・情報サイトの内容
の充実

行動
計画

・市内中小企業基礎
調査の実施

・起業家育成施設入
居費補助制度の創
設

・市内空き工場等の
情報提供制度の創
設
・市内企業の製品、
技術紹介サイトの創
設

・企業立地促進助成
金交付制度の創設

実績

・産学連携コーディ
ネーターの設置

・補助金交付要綱の
制定
・補助金の交付

・起業家育成施設入
居費補助金の交付
・情報サイト構築に
よる情報発信

・販路開拓支援事業
補助金交付制度の
検討

・産学連携コーディ
ネーターの設置
・起業家育成施設入
居費補助金の交付
・情報サイト構築に
よる情報発信
・販路開拓支援事業
補助金交付制度の
整備

・産学連携コーディ
ネーターの設置
・起業家育成施設入
居費補助金の交付
・情報サイトの内容
の充実
・販路開拓支援事業
補助金交付制度の
拡充

平成22年度取り組み実績

区分

新京田辺市行政改革大綱の項目

進捗状況

一部実施

具体的な取り組み

平成22年度取り組み実績

一部実施

・企業誘致

02 自主財源の確保

03 税源の確保

04 財政の健全化

03 効率的な行財政運営

産
業
振
興
課

産
業
振
興
課

中項目

大項目

経
済
環
境
部

・「同志社大学の研究シーズ」を活用
し、産学連携による市内産業の振興
を図る。
・同志社大学京田辺キャンパスに整
備される企業家育成施設に支援を
行い、ベンチャー企業等による新産
業の創出を図る。

4

3

経
済
環
境
部

小項目

実行項目

・産、学、官のコラ
ボレーションによ
る新たなビジネス
モデルの育成

・民間主体の事業手法（区画整理事
業など）により創出する新たな工業
系の事業用地及び工業系の用途地
域内の遊休地に工場、研究施設等
の企業立地を促進する。

所管 実行プログラム

・京田辺市大住工業専用地域拡大事業補助金交付要綱の運用を行った。
・情報発信サイトの内容を充実させた。

・産学連携コーディネーターを設置した。
・起業家育成施設入居費補助金の交付を行った。
・情報発信サイトの内容を充実させた。
・販路開拓支援事業補助金交付制度の補助対象を拡充した。
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京田辺市行政改革実行計画進行管理表（平成22年度実績等） 第3章 効率的な行財政運営

部 課 ｺｰﾄﾞ 項 目 概 要 平成17年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

行動
計画

・検討

実績

・半拠点型商工会と
して2市2町で一部広
域化

・他団体の状況調査 ・他団体の状況調査 ・他団体の状況調査 ・広域化の検討 ・山城地域ビジネス
サポートセンターの
支援
・広域化の検討

行動
計画

・検討

実績

・委託内容の検討 ・委託内容の検討
・生活環境保全林委
託料の削減

（継続実施）

行動
計画

・エコオフィスの推進
・地球温暖化対策実
行計画の見直し

実績

・エコオフィス活動の
実施

・エコオフィス活動の
実施
・地球温暖化対策実
行計画の見直し（第
2期実行計画の策
定）

－ ・エコオフィスの拡大 ・エコオフィス活動の
実施、ステップアップ

区分

平成22年度取り組み実績

一部実施

完了

完了

平成22年度取り組み実績

平成22年度取り組み実績

・商工会が山城地域ビジネスサポートセンター（広域連携協議会）事業を支援した。
・観光協会が、宇治・八幡との連絡会を設置し、広域観光について検討し、府振興局によるやましろ観光
ネットワーク会議にも参画した。

・環境マネジメントシステム（ＫＥＳ）・ステップ２へ移行し、エコオフィス化を進めた。

進捗状況

経
済
環
境
部

・京田辺市地球温暖化対策実行計
画に基づき、市役所が率先して温室
効果ガスの排出量を削減することに
より、市役所のエコオフィス化を目指
す。

産
業
振
興
課

農
政
課

19 ・委託している業務について、業務
の必要性等について検討を行う。

環
境
課

20

小項目

実行項目

02 事務事業の整理、合理化

01 事務事業の整理、合理化

経
済
環
境
部

経
済
環
境
部

・業務委託の見直
し

所管 実行プログラム

・商工会、観光協会について、隣接
する団体等との広域化について検
討する。

大項目

新京田辺市行政改革大綱の項目

・エコオフィスの推
進

18 ・商工会、観光協
会の広域化の検
討

中項目

03 効率的な行財政運営

05 事務事業の効率化、適正化

具体的な取り組み
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京田辺市行政改革実行計画進行管理表（平成22年度実績等） 第3章 効率的な行財政運営

部 課 ｺｰﾄﾞ 項 目 概 要 平成17年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

行動
計画

・現状の検討 ・調査、調整 ・見直し

実績

・委託業務内容の検
討

・現状維持 ・現状維持 ・現状維持 ・現状維持

行動
計画

・基本構想策定 ・検討 ・基本計画策定

実績

・ごみ処理基本計画
を策定し、検討開始
時期を想定

・整備計画作成 ・枚方市と相互支援
協定

・延命化及び広域化
の検討

平成22年度取り組み実績

平成22年度取り組み実績

区分 進捗状況

完了

一部実施

22経
済
環
境
部

所管

・市営墓地施設管理業務委託の見
直しを行う。

実行プログラム

環
境
課

清
掃
衛
生
課

・市営墓地施設管
理業務委託の見
直し

経
済
環
境
部

23 ・ごみの焼却施設の更新及び広域
化の検討を進める。

・ごみ処理等の広
域化の検討

具体的な取り組み

・現状維持とした。

・施設の延命化及び広域化の検討を行った。
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京田辺市行政改革実行計画進行管理表（平成22年度実績等） 第3章 効率的な行財政運営

部 課 ｺｰﾄﾞ 項 目 概 要 平成17年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

行動
計画

・見直し

実績

・活動内容及び負担
額の見直し

・活動内容の見直し ・活動内容の見直し ・活動内容の見直し ・活動内容の見直し

行動
計画

・協議会への参画
（脱会）の検討

実績

・観光協会との連携
を検討

・脱会

行動
計画

・順次実施 ・順次実施 ・順次実施 ・順次実施

実績

・各種補助金の見直
し
・運用の見直し

・農業振興事業補助
金交付要綱、単独
農業振興事業補助
金交付要綱の見直
し

・見直した要綱に従
い実施

・見直した要綱に従
い実施

・見直した要綱に従
い実施

平成22年度取り組み実績

具体的な取り組み
区分

一部実施

完了

完了

平成22年度取り組み実績

進捗状況

01 補助金等の見直し

経
済
環
境
部

実行項目

大項目

経
済
環
境
部

経
済
環
境
部

農
政
課

70

71

産
業
振
興
課

産
業
振
興
課

・各種補助金の見
直し

・交付要綱等補助基準の明確化と
交付期間の制限等の見直しを進め
る。
・補助金交付団体の情報開示できる
体制の整備を進める。
・団体育成補助金と活動補助金を区
分し見直しを進める。
・定期的な（約5年ごと）見直しを行
う。
・ソフト事業の効果の検証方法の検
討を進める。
・積立金、繰越金の多い団体への補
助金の見直しを進める。

・京都府企業誘致
推進連絡協議会
負担金の見直し

・京都府企業誘致推進連絡協議会
の活動内容及び自治体負担額につ
いて見直しを進める。

69

新京田辺市行政改革大綱の項目

所管

中項目 06 補助金等の適正化

03 効率的な行財政運営

小項目

実行プログラム

・歴史街道協議会
への負担金等支
出の見直し

・歴史街道への参画のあり方を見直
し、負担金等の削減を図る。

平成22年度取り組み実績

･協議会の活動内容について見直しを行った。

・見直した要綱に従い補助金の交付を行った。
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京田辺市行政改革実行計画進行管理表（平成22年度実績等） 第3章 効率的な行財政運営

部 課 ｺｰﾄﾞ 項 目 概 要 平成17年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

行動
計画

・現状の検証 ・現状の検証 ・関係者の意向調査
・需要の調査

・見直しの可能性判
断

・新たな基準による
交付

実績

・補助率の試案の作
成

・市単独農業基盤整
備事業補助金交付
要綱の見直し

・見直した要綱に従
い実施

・見直した要綱に従
い実施

・見直した要綱に従
い実施

行動
計画

・現状の検証 ・現状の検証 ・関係者の意向調査
・需要の調査

・見直しの可能性判
断

・新たな基準による
執行

実績

－ ・現状の検証 ・現状の検証 － －

行動
計画

・現状の検証 ・現状の検証 ・関係者の意向調査
・需要の調査

・見直しの可能性判
断

・新たな基準による
執行

実績

－ ・現状の検証 ・意向確認 ・意向確認 －

平成22年度取り組み実績

72

経
済
環
境
部

農
政
課

完了

その他

その他

進捗状況

73 ・各種土地改良事
業の分担金の見
直し

・市単費土地改良
事業費の各種補
助金の見直し

経
済
環
境
部

経
済
環
境
部

農
政
課

所管

農
政
課

・市単費土地改良補助事業費の各
種補助の需要を把握して、見直しを
進める。

・府営、基盤整備促進、小規模農業
基盤整備等の各種土地改良事業の
分担金の見直しを進める。

平成22年度取り組み実績

・維持管理適正化事業の分担金の
見直しを進める。

実行プログラム

・維持管理適正化
事業の分担金の
見直し

平成22年度取り組み実績

74

区分
具体的な取り組み

・維持管理適正化事業を基盤整備事業に統合した。

・見直した要綱に従い補助金の交付を行った。

・土地改良事業について、基盤整備促進事業と市単独土地改良事業の２種類を統合した。
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京田辺市行政改革実行計画進行管理表（平成22年度実績等） 第3章 効率的な行財政運営

部 課 ｺｰﾄﾞ 項 目 概 要 平成17年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

行動
計画

・現状の検証 ・現状の検証 ・関係者の意向調査
・需要の調査

・見直しの可能性判
断

・新たな基準による
執行

実績

－ ・現状の検証 ・意向確認 ・意識確認 ・関係者との協議

行動
計画

・現状の検討 ・見直し、整備に向
けた調査、調整等

・条例等の見直し、
整備

実績

・補助金限度額の引
き上げ

・現状維持 ・現状維持 ・現状維持 ・現状維持

行動
計画

・現状の検討
・整備に向けた調
査、調整等

・負担金の見直し

実績

・負担金の検討 ・負担金の削減（平
成20年度）

・負担金減額

所管

平成22年度取り組み実績

農
政
課

進捗状況

一部実施

完了

完了

経
済
環
境
部

経
済
環
境
部

区分

経
済
環
境
部

77

・火葬料補助金の
見直し

・火葬料補助金の見直しを行う。環
境
課

環
境
課

・関西文化学術研
究都市環境保全
連絡協議会負担
金の見直し

76

・関西文化学術研究都市環境保全
連絡協議会負担金の見直しを行う。

平成22年度取り組み実績

平成22年度取り組み実績

実行プログラム

75 ・土地改良区等賦
課金補助の見直
し

・土地改良区への各種補助の需要
を把握し、見直しを進める。

具体的な取り組み

・関係者との協議により見直しを行った。

・火葬料負担軽減への補助金交付を維持した。
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京田辺市行政改革実行計画進行管理表（平成22年度実績等） 第3章 効率的な行財政運営

部 課 ｺｰﾄﾞ 項 目 概 要 平成17年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

行動
計画

・調査
・交付要綱の改正

・実施

実績

・補助対象品目、補
助単価について、所
属内及び総務部と
議論

・補助対象品目、補
助単価について改
正案を策定

・見直しの検討
・補助金交付要綱改
正

行動
計画

・近隣自治体の補助
率、補助額等の調
査

実績

－ ・見直しの検討 － －

完了

平成22年度取り組み実績

完了

進捗状況
所管

79 ・生ごみ処理容器
設置補助金の見
直し

・生ごみ処理容器設置の補助額に
ついて、近隣の自治体との整合性
等について調査を実施する。

78 ・ごみ減量に関す
る補助金の見直
し

・再生資源集団回収事業補助金に
ついて、補助対象品目、補助単価の
見直しを行う。

経
済
環
境
部

清
掃
衛
生
課

経
済
環
境
部

清
掃
衛
生
課

平成22年度取り組み実績

実行プログラム
区分

具体的な取り組み

－
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京田辺市行政改革実行計画進行管理表（平成22年度実績等） 第3章 効率的な行財政運営

部 課 ｺｰﾄﾞ 項 目 概 要 平成17年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

行動
計画

・補助制度の検討及
び創設

・起業家育成施設入
居費補助制度の創
設

・企業立地優遇制度
の創設

実績

・起業家育成施設入
居費補助金交付要
綱の制定
・工業団地整備主体
となる区画整理組合
等への補助制度の
検討

・工業団地整備主体
となる区画整理組合
等への補助制度の
検討

・京田辺市大住工業
専用地域拡大事業
補助金交付要綱の
制定・運用

・京田辺市大住工業
専用地域拡大事業
補助金交付要綱の
運用
・起業家育成施設入
居費補助金交付要
綱の運用
・販路開拓支援制度
の創設・運用

・京田辺市大住工業
専用地域拡大事業
補助金交付要綱の
運用
・起業家育成施設入
居費補助金の交付
・販路開拓支援事業
補助金交付制度の
拡充

大項目

進捗状況

中項目

一部実施

06 補助金等の適正化

実行項目

産
業
振
興
課

経
済
環
境
部

所管

02 新たな補助金制度の創設

2 ・企業誘致及び新
産業創出ツールと
しての補助金制
度の創出

実行プログラム

・企業立地優遇制度、起業家育成施
設入居費補助制度を創設する。
・工業団地整備主体となる区画整理
組合等への補助制度、産学共同研
究費補助制度、新製品販売開拓支
援制度の検討、創設を進める。

新京田辺市行政改革大綱の項目

小項目

03 効率的な行財政運営

・京田辺市大住工業専用地域拡大事業補助金交付要綱を運用した。
・起業家育成施設入居費補助金交付要綱の運用を行った。
・販路開拓支援制度の拡充を行った。

具体的な取り組み

平成22年度取り組み実績

区分
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